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　サンパウロから車で 4 時間、南米一の陶芸の里とし
て知られる Cunha には過去３回訪問したが、その道
中に関してはいい思い出がない。はじめてのときはこ
んな感じだった。
　村の陶芸の歴史は日本人陶芸作家らが 1975 年に移
り住んだことに始まる。そのパイオニアの一人、請関
美重子さんのアトリエでゆっ
くり過ごしたあと、小さな宿
に泊まった。シャワーを浴び
て寝ようと思ったとき、同行
の年配の方が機嫌を損ねて帰
ると言い出して譲らない。真
夜中の BR116 を激走してサ
ンパウロに戻った。
　2 回目は夜行バスだった。
ピンガの大びんが回ってきて酒宴が開かれ、酔った乗
客たちは運転手をののしり始めた。バスは次第にルー
トを変え、警察署に向かった。3 回目は寝坊だ。携帯
が普及してないせいで迎えに来てくれた人の合図に気
づかず。数時間後あわてて後を追いかけてタクシーで
向かった。
　だが、本来はゆっくり向かいたいところ。なぜなら、
サンパウロから国道 BR116 をリオ方面に走り、たどり
着く途中には Aparecida あり、Guaratinguetá あり、
そして Cunha から海岸山脈を下ってすぐに Paraty あ
りと、車窓の景色にはブラジ
ルの 500 年が詰まっている。
　Aparecida は ブ ラ ジ ル の
守護神である聖母の大聖堂
が建つ土地。その目と鼻の
先、Guaratinguetá は ブ ラ
ジル最初の聖人となった Frei 
Galvão の生誕地で教会や記
念館がある。美術ファンには Di Cavalcante の傑作

『Cinco moças de Guaratinguetá（グアラチンゲタ
の 5 人の娘たち）』（1930）でもおなじみだ。
　ブラジルのカトリックの歴史と近代アートの足跡を
訪ねたあとに待ち受けるのは Estrada Real（王の道）。
かつてミナスジェライス州で採掘された金や宝石を
港まで運んだ道を行く。そうして Cunha までの束の
間、Ouro Preto から Paraty までウマやラバの隊列

（tropeiros）が往来した時代に思いをはせてみる。
　人口２万の Cunha は平均標高 1,100 メートルの保
養地で、渓谷に囲まれた地形はエコツーリズムや自転
車競技の愛好者を魅了する。古くから生産されている
ワイン、最近ではラベンダーやオリーブでも知られる
ようになったが、忘れてはいけない名
物といえばやはりアラウカリア松の実

（pinhão）とそれを使った料理の数々―。
　来年は日本人移住者らが登り窯を設
置して 50 年になる。その記念行事には
市民の数を上回る人が訪れることだろ
う。

小林大祐（『ブラジル特報』編集委員）

写真＝永武ひかる
「表紙のひとこと」
「弦に打楽器と手拍子、高まるかけ声。日
が暮れた広場で白いユニフォームが躍動
していた（トカンチンス州パルマス）。ア
フリカ奴隷に由来する、武闘、踊り、音
楽が混合するブラジルの文化、カポエイ
ラ。ユネスコ無形文化遺産にも登録され
ている」
永武ひかる : ブラジル撮影約 30 年、著作に
写真絵本「世界のともだち 3 ブラジル」（偕
成社）等。www.hikarunphoto.com 
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ブラジル・ナウ

ブラジルと広島の交流を推進するため 1969 年に創立。在広島ブラジル人との多文化共生社会を支援し、
ブラジル広島文化センター（県人会）と県、市ほか関係市町村と連携を取りながら活動している。法人
会員 75、個人会員 80。田中秀和会長（6代目、2020―）は、在広島ブラジル連邦共和国名誉領事。

広島日伯協会

ブラジル移住の被爆者の苦労、地元で
広大医学資料館が５月まで展示

　ブラジル被爆者平和協会（2020年末に解散）が県医師会に
昨年寄贈した資料などが広島市南区にある広島大医学部医学資
料館で「イペの花の下の被爆者」と題して公開されている。５
月17日まで。
　届いた６個分の段ボールの資料の一部は昨年８月から県医師
会館で公開されていたが、このたび約半数を展示。健康の不安
のなか、支援を訴えた在外被爆者の生活と実情に迫る内容となっ
ている。
　ブラジルのほか、ペルーやアルゼンチンなど南米５カ国に居
住していた被爆者139人が回答した実態調査の原本のほか、現
地の活動も伝える。被爆者へのアンケートでは「日本の病院で
治療を受けたい」「日本の被爆者と同等の援護を」と訴えがつづ
られる。加えて、パネルなどで移住自体の歴史や背景にも触れ
ている。
　主催する広島大原爆放射線医科学研究所の久保田明子助教は、
「被爆者の声はもちろん移住先の生活などが理解できるよう展示
にも工夫をこらした」と話している。
　中国新聞は同展示に関する４月５日付の記事で、サンパウロ
在住で資料の寄贈
を主導した協会元
理事の渡辺淳子さ
ん（81）の「援護
を受けられないま
ま亡くなった人も
多い。苦労が詰まっ
た貴重な記録を多
くの人に見てほし
い」とのコメント
を掲載している。

送ったもので、建立当時、約160人いたというブラジルに渡っ
た広島や長崎の被爆者の思いと、平和を通して両国を結ぶ願い
が込められている。
コロナ禍後の３年ぶり再開となった昨年にもまして、しっかり
約１時間清掃活動を行った後、懇親昼食会を行った。会員らは
「こんなところに記念碑があるとは」「来年はブラシを持ってき
てしっかり磨こう」などと話していた。

広島大学のブラジル人留学生と懇親

　広島大学で学んでいるブラジル人留学生五人を招き、本会主
催の懇親昼食会を行った。田中秀和会長、辻井克利事務局長が
参加した。かねてから広島で学ぶ学生を力づけたいとの会長の
思いから大学関係者に働きかけ、このたび実現した。
　学生らは「シュラスコもいいけど日本の焼肉は本当に美味し
い」と目を丸くしていた。日本語レベルは十分に高く、話題は
さまざまな方面に渡り、ときおり笑い声も起きていた。
　田中会長は、５月にある広島市最大級のイベントで実施する
サンバパレードへの参加を促し、会報誌を送ることを約束。学
生らは「広島
のことをさら
に学ぶため、
いろんな活動
に参加したい」
と笑顔を見せ
ていた。

広島からTudo Bem? アルゼンチン経済盛衰史とブラジル経済の現況
経済学者クズネッツの至言

　最近日本のメディアの経済コラムなどで引用されることが増
えて来た一文がある。
　「世界には4種類の国がある。先進国と発展途上国、そして
日本とアルゼンチンである。」と述べたのは、1971年にノーベ
ル経済学賞を受賞した米国人経済学者サイモン・クズネッツで
あった。言うまでもなく、発展途上国から先進国へ短期間でレ
ベルアップしたモデル事例が日本であり、かつて先進国であっ
たのが発展途上国へレベルダウンしてしまった代表例がアルゼ
ンチンだ、という意味で経済学者が語ったのである。
　100年以上前のアルゼンチン経済を世界トップクラスまで引
き上げたのは、パンパ大平原の農畜産パワーである。19世紀
後半から、畜産業や穀物生産（主体は小麦）が急速に発展し、
羊毛や牛製品（皮革と塩蔵牛肉）の欧州向け輸出が莫大な外貨
収入をもたらし、20世紀に入ると冷凍技術のおかげで冷凍牛
肉の輸出が本格化する。こうした農畜産パワーのおかげで、20
世紀初頭から1920年代までアルゼンチン経済は世界で5番目
の経済力を誇っていた。
　2010年に創設された歴史統計プロジェクトで知られる「マ
ディソン・プロジェクト」の統計データによれば、1913 年
の国民一人当りのGDP数値（米ドル建て）では、アルゼン
チンはUS$6,052 と、米国、英国、オーストラリアに次いで
世界 4位となっており、ドイツやフランスよりも上位であっ
た。ちなみに同年の日本の一人当り数値はUS$2,431、中国は
US$985、ブラジルは US$1,046であったから、日本人の倍
以上、ブラジル人の6倍弱と、アルゼンチン経済力のすごさを
再確認することになる。
　ここで改めてブラジル経済とアルゼンチン経済のGDP比較を
ざっくりしておくと、1962年はアルゼンチンUS$24.4billion、
ブラジルUS$19.2billion であり、ブラジルのGDPがアルゼ
ンチンを上回るのは 1967年からである。南米経済全体に占
める割合でいくと、1960年はアルゼンチン 37.9%、ブラジ
ル26.4%とアルゼンチンのほうが10ポイント以上上回って
いたが、2022年の数値は、アルゼンチン 15.5%、ブラジル
50.4%となっている。すなわち、60年前はブラジルの 1.2
倍ほどあったアルゼンチン経済が、60年後には、ブラジルの
GDPの三分の一以下になってしまった。
　かつて世界第5位であったアルゼンチンGDPランキングは、
現在23位となっている。石油やガスといったエネルギー関連
でも穀物類や畜産品といった農業関連でも、自給率は100%以
上と豊かな天然資源に恵まれ、人材的にも文化水準、教育水準
の高い国民を有し（ちなみに、ノーベル賞受賞者は5名、医学
賞・化学賞3名、平和賞2名）、ヒトもモノも南米のなかでは

抜きんでているにも関わらず、経済的には先進国から途上国へ
転落してしまった。何故だろう。歴史学者によれば、イギリス
資本が歴史的にアルゼンチンの富を収奪してしまったから、羊
毛・小麦・牛肉の輸出で得た資本が蓄積して産業の転換・発展
に繋がる、という流れに向かわなかった、という説明であるが、
それだけでは説得力がない。また、ペロニズムに代表される、
財政規律無視の公的債務積み増し＆踏み倒し政治が“諸悪の根
源”とする“わかりやすい通説”も、それだけでは説得力がない。
このアルゼンチン経済盛衰史の解明はブラジル経済に関心を有
する者にとっても必須マターである。

ブラジルの GDP ランキング

　日本のGDP順位がドイツに抜かれて世界3位から4位に下
がったと大きなニュースになったが、最近のブラジルのGDP
ランキングは下がったり上がったりと忙しい。2003 年には
世界第14位となってしまったが、その後は順調に順位を回復
し、2010 年から 2014 年まで連続して 7位のポジションを
維持していた。その後ズルズルと下落し、2020年には12位、
2022年に 11位と若干持ち直し、昨年2023年はカナダを上
回って世界9位となって、ベストテンに復帰している。

2023年度の経済成長率と投資関連ニュース

　2月 29日に発表された IBGE( 地理統計院 )のデータによれ
ば、2023年度のブラジル経済（GDP）成長率はプラス2.9%
であった。部門別の成長率をみると、農業部門15.1%、工業
部門1.6%、サービス部門2.4%、家庭消費3.1%、輸出9.1%
といずれもプラスであるが、投資部門は▲3%とマイナスであっ
た。
　低調な投資状況に危機感を有した政府（経済省、商工開発省） 
は早速、投資奨励プログラムを策定、自動車業界向けには
“MOVERプログラム”という総額190億レアルの税制恩典を
供する計画を発表している。これには各社は即ポジティブな反
応を示している。
　昨年 12月から今年 3月にかけて自動車大手ブラジル法人
の投資計画が発表されているので、列記してみると、ルノーが
20億レアル（約 600億円）、フォルクスワーゲン、2028年
まで160億レアル（約3,180億円）、ヒュンダイ54億レアル
（約1,620億円）、トヨタ110億レアル（約3,300億円）、ス
テランティス2030年までに総額300億レアル（9,000億円）、
といずれも巨額の投資計画である。ブラジル市場の将来性への
確信は揺らいでいない、と理解できるだろう。

『ブラジル特報』編集部

▲主催の広島大原爆放射線医科学研究所の
　久保田明子助教。会場で

恒例の平和記念碑清掃を実施

　毎年の恒例行事である記念碑の清掃作業を３月に行った。こ
の碑はブラジルの国土を型どった黒御影石製で、高さ約２メー
トル、最大幅約1.6メートル。「祈平和BRASIL」と彫られており、
平和公園近くの川のほとりにひっそりと佇んでいる。
　1990年にブラジル広島県人会（現ブラジル広島文化セン
ター）、ブラジル長崎県人会などが募金活動を行い、広島市に

▲清掃後に記念撮影

焼肉に舌鼓を打つ
前にパチリ▶︎
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●特集● アンゴラとブラジル

植民地ブラジルとアンゴラの
　　　南大西洋を巡る深い関係史
歴史学者ルイス・フェリッペ・デ・
アレンカストロ（元パリ大学教授）

　アカデミズムの世界では国際的に知ら
れる歴史学者ルイス・フェリッペ・デ・ア
レンカストロは、単に歴史学や社会科学
の分野ばかりでなく現実の政治について
も積極的な発言を続けてきたブラジル人
知識人（現在パリ大学名誉教授、ジェツ
リオ・ヴァルガス経営大学教授）である。
　1946 年、サンタカタリーナ州イタ
ジャイ市で生まれた彼が過ごした学生時
代（ブラジリア大学）は、軍事政権が強
権的政策を実力で進めていた時期であ
り、学生運動家として警察の取り調べ
を何回も受けていた彼が学問研究を続
けられたのは、20歳の時、奨学金を得
てフランスに留学することができたおか
げだ。（彼の主著『命ある者たちの協約』
のはしがきの最後の部分で、学生時代の
友人 3名が軍政によって殺された、と
淡々と記している。）
　歴史学で博士号を修得したパリ大学
で、正教授（ブラジル・南大西洋研究セ
ンター所長兼任）として活躍した彼の研
究対象は、ブラジル形成史、とりわけア
フリカとの関係史であるが、膨大な史料

データに裏付けされた論文群はいずれも
強烈な説得力を有している。
　一般読者向けの歴史読本といえるルシ
アーノ・フィゲイレード編『お忙しい方々
向け、ブラジル史』（2013年）に収められ
たアレンカストロ教授の論考『アンゴラ
なしではブラジルなし』は教授の研究成
果をわかりやすく要約的に叙述している
小論なので、この論旨を復習してみよう。
　大西洋におけるポルトガル植民帝国
は、大西洋の西側ではブラジルが奴隷制
に基づく経済・社会を発展させ、大西洋
の東側ではアンゴラやギニア湾岸におい
て奴隷労働力の再生産流通チェーンが整
備・形成されたのであり、この両面が融
合して一つの植民地搾取システムとなっ
ていたのだ、というのが極めて乱暴な要
約である。この奴隷制の遺制は今日のブ
ラジルでも深く居残っている、というの
がアレンカストロ教授の主張であるが、
この小論の結語部分を翻訳してみよう。
　「南北アメリカ大陸における奴隷制国
家のなかで、アフリカの重要性がブラジ
ルほどあるところはない。アンゴラへの
ブラジルによる介入は、ギニア湾とり
わけダホメ王国（現ベナン）に対しても
同様であったが、それが無くなるのは
1850 年、すなわち、南大西洋における
黒人奴隷貿易が終焉した年、以降のこと
である。より具体的にいえば、ブラジル
経済にとって最も長期間続いた経済サイ
クルは、1550年から1850年まで継続さ
れた黒人奴隷貿易サイクルであった。そ
のほかのサイクル、つまり、砂糖のサイ
クル、タバコのサイクル、金のサイクル、
コーヒーのサイクル、これらすべては、
実際のところ、奴隷貿易サイクルに従属
したサブ・サイクルでしかなかったので
ある。この文脈において、ブラジルとい
う国の形成はアンゴラの破壊という犠牲
の上に成り立ったものであった、といえ
るのだ。」
　アレンカストロ教授の歴史解釈に従っ
て、16世紀から 19世紀までの植民地
期のブラジル史をざっくりと追いかけて

みよう。　
　広大な植民地
ブラジルでは、
18 世紀までは
分散した各地域
が点として存
在していただけ
だったが、ミナ
スにおける金鉱
の開発が進み、
労働力（黒人奴
隷）も植民地国
内市場も地域間
交流が頻繁とな
るにつれ、地域限定から国全体への視点・
概念が生まれ、ブラジルという国として
の認識が出来上がったのであった。
　植民地ブラジルの中心（リオ、バイー
ア、ペルナンブーコ）から離れた地方、
例えば、今日のマラニャンやセアラまで
含むアマゾン地域が、ブラジルの一部と
“正式認定”されたのは1624年でしか
なく、それまではほとんど“無関係”の
僻地でしかなかったのである。ブラジル
の奴隷制経済中心地にとっては、こうし
た国内僻地よりもむしろアフリカとりわ
けアンゴラとの関係のほうがはるかに重
要であった。すなわち、アレンカストロ
教授の主著のサブタイトルが、南大西洋
におけるブラジルの形成、となっている
ように、ブラジルは大西洋を挟んで対置
するアフリカ（アンゴラ）との相互依存
関係によって国づくりがなされたのだ。

ブラジルのポルトガル語への
アンゴラの影響

　ブラジルのポルトガル語は、インド
ヨーロッパ語族に属するポルトガル語
に、先住民のツピー系言語が加わり、さ
らにアフリカ諸言語（ニジェール・コン
ゴ語族）がミックスしたブラジル的混淆
言語、新型ポルトガル語であることは、
多くの言語学者たちによって明らかに
なっている。なかでもアンゴラの民族語

キンブンドゥ語起源の単語が今でも広く
使われている。
　ブラジル人の日常会話でよく使われる
単語を列記してみると、カスーラ（末っ子）、 
モレッケ（ガキ、子供）、キタンダ（八百屋）、
デンデ（油ヤシ）、フバ（穀物粉）、キアー
ボ（オクラ）、ブンブン（お尻）などなど、
アンゴラ起源の単語が多い。ブラジルが
世界最大の黒人奴隷輸入国（そのなかで
も最大の奴隷搬出元はアンゴラ）であっ
たことの証しである。
　

DNA 鑑定による
ブラジル黒人のルーツ解明

　2007年にポレミックな論文が公開さ
れた。
　科学研究雑誌“Pesquisa Fapesp”
2007 年 5月号に発表された、ミナス
ジェライス連邦大学のセルジオ・ダニー
ロ・ペナ教授とリオグランデ・ド・スー
ル連邦大学のマリア・カチラ・ボルトリー
ニ教授という二人の遺伝学者による共同
研究をざっと追いかけておこう。

　自己申
告で自分
を黒人と
みなして
いるボラ
ンティア
を募り（サ

ンパウロの場合120名）、サンパウロ、
リオ、ポルトアレグレの三都市でDNA
鑑定の調査を行なったところ、サンパ
ウロの場合43.1％、リオの場合31％、
ポルトアレグレでは18％が西アフリカ
地方特有の遺伝子をもっていることがわ
かった。これは、歴史学研究でこれまで
言われていた、黒人のうち西アフリカ出
身 は 10 ％
前後であろ
う、との通
説を大幅に
上回る数字
である。今
回の調査結
果が正しい
ならば、ア
フリカ中央
部（アンゴ

ラ）から連行さ
れてきた人々は
奴隷導入総数の
70-80％ではな
く、50％くらい
で、西アフリカ
出身が全体の30
―40％というこ
とになる。
　この結果を知った歴史学者（リオ連邦
大学マノロ・フロレンチーノ教授）によ
る説明は、「西アフリカでの奴隷貿易は
1815年に禁止されたが、密輸はその後
も行なわれていた。申告の上では、アンゴ
ラから連れて来たことにしてあっても実
際はアンゴラからの数は僅かで途中ナイ
ジェリアに寄港して大量に奴隷を積み出
していたりしていた。こうした例は書類
上はアンゴラ出身となっていたが、実態
は西アフリカが主体だったのだ」と。
　また、南伯に西アフリカ出身者が多い
ことについての説明は大きく二つの要因
があるという。その 1は、ヨルバ系の
人びとは文化的伝統から自らの自由を求
めるタイプが多く倹約して貯めたお金で
自分を身請け解放し、ノルデスチで商業
に携わってからサンパウロへ移動した例
が多かったこと。その 2は、サトウキ
ビ経済が停滞期に入り、不要になった黒
人奴隷がリオやサンパウロのコーヒー農
園へ売り飛ばされた、こと。こうしてレ
シーフェやサルヴァドールからリオやサ
ンパウロへ黒人奴隷の国内移動がなされ
たのだ、と。
　また今回のDNA鑑定調査で改めて明
らかになったことは、自分を黒人と思っ
ている人も実は混血だった、ということ
だ。母親経由で伝わるミトコンドリア遺
伝子を見ると、サンパウロで85％、リ
オ 90％、ポルトアレグレ 79％、と母
親がアフリカ系である割合が高いが、父
親経由で伝わるY遺伝子をみると、同
様に 48％、56％、36％がアフリカ大
陸出身を示す、という。すなわち、母親
は黒人系だが、父親は白人ないしイン
ディオの遺伝子が入っている割合が低く
ない、ということだ。つまり、ブラジル
人は黒人でも純血は少なく、多様な混血
状態にあるということが、この論文で科
学的に裏付けられた。

逃亡奴隷共同体パルマーレス
とアンゴラの関係

　ブラジルは世界最大のアフリカ黒人奴
隷輸入国（およそ400万人以上）であ
るが、アンゴラがブラジル向けでは最大
の奴隷供給地であったことは紛れもない
歴史的事実である。だからこそ、ブラジ
ル史上最大のキロンボ（逃亡奴隷共同体）
であったパルマーレス（16世紀末から
17世紀末まで）が、かつて「アンゴラ
王国の再現」とみなされたこともあった
し、現在でも学説によっては「アンゴラ
の典型的な村落と同様に構成された共同
体」であった、とされている。そもそも、
キロンボという単語もアンゴラで話され
ている諸言語の一つキンブンドゥ語で集
落ないし戦争時の野営地を意味している
し、リーダーだったズンビも同言語で霊
魂の意味である、といったことからして
も、パルマーレスとアンゴラの深い関係
が見えてくる。
　米国人ブラジル学者ステュアート・シュ
ワルツの“Escravos,roceiros e rebeldes”
（奴隷、小農夫と反逆者）（2002,EDUSC）
に所収されている論文「パルマーレス再
考」よれば、確かにアンゴラの伝統が生
きていて、小アンゴラと呼ばれていたこ
とは事実であるが、「アンゴラの歴史と
いう文脈において、パルマーレスの歴史
にとって両者の関係はそれほど重要なこ
とだろうか」と疑問を呈している。最新
のアフリカ研究を読み込んだ上で論考を
進めているが、16世紀から 17世紀に
かけてのアンゴラ地方は紛争・戦争の連
続で、王国といえるような大きな権力は
なく、小さく分裂した集落ばかりであっ
たから、それと同様の国つくりをパル
マーレスの創設者たちが構想したのであ
れば、それはオリジナルのモデルの変形
でしかなかったはず、とのことだ。
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●特集● アンゴラとブラジル

サブサハラの経済大国アンゴラ
～日本とブラジルが果たす役割～
はじめに

　アンゴラとブラジルは歴史的に深い繋
がりがあり、文化的な類似性もある。も
ちろんポルトガル語が共通語だ。そのた
め読者の中には、アンゴラ勤務も経験し
たという方がおられるかもしれないが、
まだ日本では一般に馴染みが薄い国では
ないだろうか。アンゴラはアフリカ第2
位の産油国であり、サブサハラ第 3位
の経済大国だ。石油以外にも鉱物資源、
農業、漁業、観光など大きな経済的ポテ
ンシャルを秘めており、魅力ある投資先
の一つである。日本企業は古くからアン
ゴラで事業を展開してきたが、近年イン
フラ、工業、通信などの分野で一段とプ
レゼンスを大きくした。ODAも、医療、
教育・人材育成、地雷除去、港湾、エネ
ルギーなどの分野で活発である。
　本稿では、アンゴラの現状と日本やブ
ラジルのアンゴラとの関りを紹介しつ
つ、今後、日本とブラジルがアンゴラの
ために果たしうる役割について考えてみ
たい。

アンゴラは金の匂いがする？

　私は 1986 年、外務省アフリカ第二
課のアンゴラ担当として３週間ほどルア
ンダに出張滞在した。当時は、独立以来
続く激しい内戦のため、首都ルアンダは
荒れ果てており、日々の食事や宿にも苦
労するほどだった（その時は日本大使館
もなく、日本企業の駐在員の方に随分お
世話になった）。それから 30年後、ア
ンゴラ大使として着任すると、アンゴラ
はアフリカ第２位の石油生産国として大
きな成長を遂げサブサハラ第３位の経済
大国となっていた。着任間もない頃、東
京から来たある商社マンが「アンゴラは
お金のにおいがする」と述べていたこと

が印象に残っている。確かに、首都ルア
ンダには高層ビルが立ち並び、繁華街は
人で溢れ、活気に満ちている。富裕層は
桁外れに豊かで、高級ショッピングモー
ルの品揃えはブラジル以上だ。
　また、見渡すと民間主導のメガプロ
ジェクトが目白押しである。約 1000
億円かけて再建した世界最先端の繊維工
場があり、700 億円規模の港湾改修・
拡張も進行中だ。ブラジルのフォルタ
レーザと光ファイバー海底ケーブル通信
網が繋がっている。これらはいずれも日
本企業が手掛けたものであり、日本のプ
レゼンスを示す象徴的なプロジェクトと
なっている。
　他方、アンゴラは極度に石油に依存し
ており、経済多角化という大きな課題に
直面している（輸出の80％以上が原油）。
また、極端な富裕層が多い反面、国民の
大半は貧しいままだ。UNDPの人間開
発指数は 0.59 で世界第 150位と低迷
している。首都ルアンダでも水、電気な
どの基礎インフラが貧弱で、地方は更に
ひどい。独立以来MPLA（アンゴラ解
放人民運動）の一党体制が続いたことで、
汚職・腐敗も激しく、それが貧富の差拡
大の要因ともなっている。2017年に就
任したロウレンソ大統領はこうした課題
に取り組みことを掲げて就任したが、そ
の課題を抱えたまま、2022年から二期
目に入った。一党支配にも陰りが見えて
きた中で、経済再建と多角化、開かれた
民主主義の確立が安定政権維持の鍵と
なっている。

ブラジルのプレゼンス
（ルーラ政権の遺産）

　ブラジルは、第一次ルーラ政権下、積
極的な対アフリカ外交を展開し、アンゴ
ラにおいても、BNDES（経済社会開発

銀行）のクレジットラインを活用し、エ
ネルギー、インフラ分野などで協力を深
めた。その一例はBiocomで、８万 ha
の土地でサトウキビ栽培から、砂糖及び
エタノール生産更にバイオマス発電を
一貫して行うアグロインダストリーのプ
ロジェクトだ。オーデルブレヒト社（現
OEC）が 40％を出資して建設された。
このプロジェクトを視察していると、対
アフリカ協力を重視し、また、エタノー
ルを軸とした再生可能エネルギー活用促
進を売りとしたルーラ政権の経済外交の
面影が漂う。もう一つは 2000 ＭＷ級
の発電能力を有するラウカダム・水力発
電所である。総工費43億ドル投じ、オー
デルブレヒト社が建設を担当した。また、
アンゴラはブラジルと同じように深海油
田が多く、ペトロブラスも石油開発に参
加していた。
　その後PT政権による汚職問題、所謂
LAVA JATO の影響で、BNDES の融
資が停止されたり、これらの有力企業が
撤退するなど、ブラジルのプレゼンスが
大きく後退したことは大変残念だ。しか
し、2023年、ルーラ大統領が返り咲き、
早速アンゴラを訪問し、「アフリカに帰っ
てきた」と述べるなど対アフリカ外交を
重視する姿勢を示している。ロウレンソ
大統領との首脳会談では、医療、教育、

農業、観光など７つの分野で協力する協
定を締結したようだ。両国関係拡大のポ
テンシャルはとても大きい。
　マルチ外交でもアンゴラとブラジルの
関係は重要だ。BRICS が勢力拡大を目
指す中、ルーラ大統領は、アンゴラの
BRICS加盟を後押ししている。しかし、
リーダーシップを発揮して欲しいのはむ
しろ CPLP（注）だ。CPLP 加盟国の
中でブラジルの経済力は断トツであり、
グローバルパワーとして、CPLPでよ
り主導的な役割を果たすべきだ。（注）
CPLP：ポルトガル語圏諸国共同体。ポ
ルトガルが事務局を務める。日本はオブ
ザーバー参加国）

群を抜くポルトガルの存在感

　さて、ブラジルのプレゼンスが低下す
る一方で、アンゴラにおいて旧宗主国ポ
ルトガルの存在感は圧倒的だ。ポルトガ
ルとアンゴラの間には直行便が週20便
飛んでおり、他の欧州便がそれぞれ週２
～３便程度しか飛んでいないのと比較し
ても、ポルトガルとの人の往来が群を抜
いて多いことがわかる。ブラジル便は週
１便程度だ。
　ポルトガルとアンゴラには強い相互依
存関係がある。まず、ポルトガル経済は
アンゴラに大きく依存している。2014
年以降石油価格が暴落しアンゴラのＧＤ
Ｐが減少した際、ポルトガルのＧＤＰも
低下したほどだ。ポルトガルの第３の投
資先はアンゴラで、1200社が進出して
いるが、アンゴラと何らかの取引がある
ポルトガル企業は 6万社に上る。大手
企業でアンゴラとのビジネスがない企業
はない。
　他方、アンゴラにとりポルトガルは欧
州の玄関口であり、第一の休暇先、病気
療養先、留学先だ。最大の理由は言語だ。
アンゴラでは外務省高官でも英語を話さ
ない人が珍しくない。アンゴラ人にとっ

ては言葉の障壁
のないポルトガ
ルが最も居心地
が良いのだろう。
ポルトガルへの
投資も活発だ（金
融、マスメディ
アなど）。ポル
トガルに住むアンゴラ人の数は約３万人
（外国人全体の 14％）だが、400年の
植民の歴史的経緯からアンゴラとポルト
ガルの二重国籍者が多く、実際はその数
倍と言われている。（ブラジル人は約40
万人。）
　アンゴラで飲まれているワインは殆ど
ポルトガルワインだ。当時駐在していた
ポルトガル大使にその理由を聞くと、「ポ
ルトガルのワインが一番おいしいから
だ」とポルトガル人らしい返事が返って
きたが、近隣国南アの良質なワインの方
がコスパは良い筈だ。実は、アンゴラと
南アはアパルトヘイト時代の歴史的な敵
対関係もあり経済関係が希薄なままであ
り、南アからの輸入は全体のわずか3％
に過ぎない。（トップは中国16%（注）、
2位がポルトガル11%。ブラジルは4％
である）。（数字は2023年アンゴラ財務省統計）

日本が果たしうる役割
（日伯協力の経験と
　日系ブラジル人の活躍）

　日本は 2019 年、アンゴラとの間で
技術協力協定を締結した。また、2023
年には長い交渉の末、投資保護協定も締
結した。こうした政府間の取り決めは、
日本の対アンゴラ協力やビジネスを後押
しする枠組みとして大変重要である。ア
ンゴラの潜在力を考えると、日本のプレ
ゼンスは今後更に拡大する余地がある
が、言語の壁は大きい。だが日本とブラ
ジルは、伝統的協力関係とそれに伴う技
術移転、人材育成の経験を複合的に活用
することで、協力してアンゴラおける活
躍の幅を広げられるだろう。貴重なのは
日系ブラジル人の存在だ。日本とブラジ
ルとの協力の橋渡し役でもあり、また、
ポルトガル語という共通言語の大きな強

みがある。
　私がベンゲラで繊維工場を視察した
際、工場長として従業員の技術指導を
行っていた人は、ブラジルの東洋紡で長
く働いた日系ブラジル人だった。再建（Ｅ
ＰＣ契約）を請け負った日本企業が、設
計から建設に止まらず、しっかりと人材
育成を行ったことは、日系ブラジル人を
活用した質の高い協力の好例だ。また、
ラウカダム発電所ではオーデルブレヒト
社が撤退した後も同社の日系ブラジル人
技術者が孤軍奮闘していた。
　ODAでも既に日伯アンゴラの三角協
力が機能している。ルアンダ湾を見下ろ
す高台にあるジョジナ・マシェル病院に
は大きな日の丸が聳えている。同病院
整備計画は日本の対アンゴラODAの先
駆けとして象徴的存在となっているから
だ。この病院ではブラジル人の医師も活
躍している。ヴィアナ職業訓練センター
の生徒の多くがブラジルのＳＥＮＡＩ
（全国工業職業訓練機関）で第３国研修
を受けている。最近の例では、自動車整
備指導員を育成するトヨタアンゴラアカ
デミー（2020年開校）で、JICAの枠
組みを活用した協力でブラジル人が活躍
している。また、アンゴラが採用してい
る地デジ方式は、日本が海外で初めて採
用した所謂日伯方式（ISDB-T）だ。今
後期待されるのは農業分野だ。アンゴラ
はかつて、世界でも有数の農業輸出国
だった（特にコーヒー、綿花）。しかし
内戦のため農業活動はほぼ壊滅し、近年
の経済成長にもかかわらず経済の多角化
が遅れ、現在に至っても食料の90％以
上を輸入に頼っている状況だ。JICAに
よるコメ栽培プロジェクトも進行中だ。

　日本とブラジルがアンゴラで果たしう
る役割はまだまだ大いにありそうだ。

▲
日
伯
方
式
地
デ
ジ
セ
ミ
ナ
ー
で
ス
ピ
ー
チ
す
る
筆
者
（
大
使
館
撮
影
）

澤田洋典（元アンゴラ大使・アフリカ協会特別研究員）

日本のODAのシンボル、ジョジナ・マシェル病院（筆者撮影）▶︎
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マラカトゥという
　　 熱病にかかって

マラカトゥとの出会い

　初めてブラジルを訪れたのが 2017
年。以降、パンデミックによって世界中
が閉ざされた 2020 年までカーニバル
の時期に合わせて北東エリアのレシー
フェに通っていた。その地に根を下ろし
たフォークロア・「マラカトゥ」を題材
に写真を撮るためだ。
　2023年冬。2年間中断されていたカー
ニバルの再開を受けて準備をしていたも
のの、飛行機代の高騰と、続くコロナ禍
の出入国規制に参ってしまい断念した。
　そして2024年冬。「ブラジル」を挟
み込む余裕もないくらいにコロナ禍対応
の人生を進み出した私にとって、行かな
いための思いつく言い訳は山のように
あった。

それでも行こうと決めた。

　不謹慎なことばになるが、猟奇的な病
に冒されたような感覚。ブラジルの、レ
シーフェの、しかもファベーラを拠点に
したマラカトゥには「出会ってしまった」
という思いがある。それは好きかどうか
ではない。発作症状を引き起こし、行き
たいから行く、ではなく、行かないこと
にはどうしようもない、というものだと
言語整理している。

Maracatu Porto Rico
とカンドンブレー

　マラカトゥを演奏するチームは細かく
分けると相当な数があるが、私は2017
年からPorto Rico というチームに合流
している。Porto Rico の演奏するマラ
カトゥに感動しているのが動機ではあ
るけれど、「写真に残す」ことを考える
と、2017年当初は全く撮れなかった。
その結果の一番の理由は、私と彼らの間
に「壁」があったからだと思う。これを
ライフワークにするなら毎年通い少しず
つこちらの熱意を伝えることと、彼らの
ベースとなるカンドンブレーを理解して
いかないことには写真は変わらないと
思った。
　パンデミックの中断は、通い続けるか
否かの思わぬ岐路になってしまったが、
“ここまで続けた。ここまで関係を築い
た”という実績が、簡単に辞めるわけに
はいかないという気持ちとして背中を押
した。
　マラカトゥを演奏する人たちは、その
多くがカンドンブレーという宗教を信仰
している。そもそもその宗教の信仰こそ
が本道で、信仰行為として彼らは頻繁に
教会に籠り密室での儀式を行う。その儀
式の中でアフリカの祖先の言語を歌い太
鼓を鳴らす。それら一連の儀式から流れ
でてくるものを彼らは「音楽」としては
捉えていないかもしれない。ただ、それ
が私のような門外漢にとって、また多く
の音楽好きにとっても琴線に触れるリズ
ムを奏でているように思う。マラカトゥ
は、カンドンブレーを信仰する彼らが、
（乱暴な言い回しにはなるが）私たちに向
かってマイルドに、ややポップに音楽化
したものと捉えてしまっていいかもしれ
ない。場所も教会の中から路上へ。密室
の儀式がカーニバルという大衆に向かう
音楽に姿を変え、私たちの眼前に現れる。

カンドンブレーの儀式

　“宗教行為として頻繁に教会に籠り”と

書いたように、カンドンブレーの儀式は
その都度目的は異なり、コアな信仰者の
みで深夜にひっそりと行われる場もあ
る。
　実は 2度目の訪伯から信仰儀式の撮
影を許可され、今回に至るまで必ず撮影
ノルマに加えるようにしていた。カーニ
バルが開始される直前の日曜日。“Nobre 
Ritual para Carnaval”という目的の
儀式だ。儀式は休憩を挟み10時間前後。
ひたすらに歌い踊りを繰り返す。とても
ストイックな場で、今回は通算 4度目
の参加なので慣れを感じていたものの初
めてこの場を体験した際はとても過酷
だったことを覚えている。
　街の全ての人がこの儀式に参加するわ
けではなく、浮かれた格好でプレ・カー
ニバルの喧騒へ向かう人もいれば相変わ
らず路上で飲んだくれている人もいる。
そういう人たちと距離を置き密室に籠る
信仰者たちは、ステレオタイプのブラジ
ル人とはまるで対極の硬派な姿を見せ
る。そんな彼らに魅了され敬意を持つに
至った。それが撮影を継続する理由のひ
とつだろうと思う。
　儀式の後半。生贄の山羊と鶏の首を
掻っ切り、その生き血をカーニバルで使
用する楽器に染み渡らせる場面では写真
撮影にストップがかかった。生き物の首
を切り、ひきちぎる。日本では忌避され
る場面がここではすんなりと淡々と息を
吸うように受け入れられる。あまりにも
ありきたりの感想だけど、子どもの頃か

▼カンドンブレーの様子

ポルト・デ・ガリーニャスのホテルでの演奏▶︎

▲ 

コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
本
番
前

▲ポルトヒコ本部前 ▲演奏後のリーダー宅での夕食

新多正典
（フォトグラファー）

らこういう場面を見ていたら人生をタフ
に生き抜く能力は自ずとついていくので
はないだろうか。殺した山羊と鶏の頭は
神の偶像の前に並べられ、胴体は調理室
に運ばれ、その肉を「まかない」として
休憩時と終了後に食べる。これら一連の
儀式を、彼らはObrigação（義務）と
呼び、楽しいカーニバルに向かう手前の
やらねばならない通過行為として重く捉
えられている。
　不思議なもので私にとってはこれを乗
り越えれば自然と日本人的な自分が抜け
ていき、ファベーラの厳しい環境にほぼ
ほぼカスタマイズされた心身の状態に至
る。

カーニバルの出演

　そしてカーニバル期間へ。明確に期間
は設定されているものの、いつのまにか
街の喧騒はそれっぽい状態がフェイドイ
ンし、今日からカーニバルというのを実
感しにくい。
　Porto Rico ではおよそひと月前か
ら水曜と土曜の夜に本部前の路上で
Ensaio( 全体練習 )が行われる。彼らの
テンポで本番を見越しての演奏は、実
はこの場がもっとも高いパフォーマン
スを発揮しているのではないかと感じ

る。カーニバルの出演においては彼らの
中で濃淡があり、ハイライトとなるの
が“Passarela”と愛称を込めて呼ぶ
コンペティションだ。コンペのために毎
年新しいテーマ（カンドンブレーの神で
あるOrixá をひとり選び、その曲をつ
くる）を設定し、衣装を新調し、演奏の
練習を繰り返す。カンドンブレーという
宗教信仰が本質なのに勝ち負けを競うの
か？というのは日本人にとっては分かり
にくいことかもしれないが、このコンペ
がPorto Rico のマラカトゥの質を引き

上げ続けてきたように思う。毎年
テーマを一新し新曲を作る。その
新曲がどんどんPorto Rico 傘下
のリオやサンパウロのチームにも
浸透し、マラカトゥ全体の曲数が
増えていく。この循環をずっと見てきた
ように思う。

リゾート地
ポルト・デ・ガリーニャスにて

　Porto Rico 傘下のチームとして、今
年はポルト・デ・ガリーニャスにある
Alfaias da Praia というグループにも
接点を得た。Porto Rico のような大き
なチームはNação （共同体）と呼ばれ、
カンドンブレーの教会を兼ねているが、
マラカトゥを音楽として捉えライブイ
ベントに演奏しに行く比較的小さなまと
まりをGrupo と呼ぶ。ブラジルのカー
ニバルは全国各地で同時多発的に進行し
ているが、地方の小さな街でもそこを拠
点にした音楽グループが伝統的かつロー
カル色の強い演奏で聴衆を楽しませてい
る。
　ポルト・デ・ガリーニャスというリゾー
ト地ならではのラグジュアリーなホテル
で、王侯貴族を模した衣装での演奏と行
進は、写真を撮影する者にとって圧巻の
場面だった。演奏の合間、グループの
リーダーが聴衆である富裕層を前に「ア
フロブラジル」という単語を繰り返し用
いて解説しているシーンがとても印象に
残った。京都に住んでいればみな祇園祭
に積極的に関わっているわけではないよ
うに、マラカトゥも多くの人に認知され
ているわけではない。奴隷をルーツとす
る先人がつくりあげてきた伝統の裾野を
拡げていく地道な取り組みを垣間見るひ
とコマだった。

コミュニティとしての
マラカトゥ

　そしてNação にせよGrupo にせよ
メンバーを家族として捉えるコミュニ
ティとしての役割が相当に強い。
　実はこれが今の日本においてもっとも
欠け、つくり得るのが困難なものだと感
じている。マラカトゥは趣味ではなくラ
イフワークだ。ある時は仕事より優先さ

れることがある。日本では趣味やサーク
ルの集まりは目的が終われば現地解散、
もしくは居酒屋に行って打ち上げ、とい
うのが定型だろう。
　一方、ブラジルでは集まればまず食事
を確保する。バスで遠方に巡業に行く際
はみんなの分の弁当を用意したり、共有
のクレジットカードを順番に回して屋台
で軽食を買う。あるいはホテルでビュッ
フェを用意してもらったり、リーダーの
家に戻りみんなで食事を作ったり…。ま
ずはお腹を満たすことが人間の根源の幸
福感であることを軸にしている。そして
たくさん会話をする。チーム内で恋人が
できたり、結婚に至ることが多いのはそ
の結果だろうと思う。
　私自身が今回の旅で自覚したことのひ
とつが、一体何の写真を撮りたいのか、
という答えだった。日本ではコロナ禍が
人間同士のコミュニケーションに致命傷
を与えたと思う。もはや取り戻すことが
不可能と思うくらいに、顔を見合わせて
本音で語り合うことなどなくなってし
まった。今回の旅でただただジャレ合い、
悪ふざけをし、食事をするシーンをたく
さん写真に収めた（そして、ついでのよ
うにカーニバルのシーンを撮った）。日
本人が失ってしまったもの、或いは日本
人が撮らせてくれなくなったものを拾い
集めるように地球の反対側へ向かったの
だと自覚した。私が撮りたいものとは、
多幸感に溢れた人間たちのドキュメン
ト。2024年冬。「ブラジル」に行かな
いための思いつく山のような理由を押し
のけて向かった潜在的な答え。きっとそ
の続きを求めて来年も地球の反対側へ向
かうのだろう。
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世界に誇る高貴な酒、カシャッサ
　カシャッサ── 言わずと知れたブラジルを代表するサトウキビの
蒸留酒だ。かつて“ピンガ”という俗称をもって“飲んだらヤバい
やつ”というレッテルを貼られていた時代はもはや遠い昔の話。近
年は正しい理解──カシャッサには「インダストリアル」と「アル
テザナル」の 2 種類があり、特に後者は酒質も高くブラジルの歴史
とは切っても切り離せない高貴な酒であるという事実──がブラジ
ル国内はもちろん世界中に広がり、ファンを増やし続けている。筆
者もそんなカシャッサ・アルテザナル ( クラフト・カシャッサ ) に
魅せられ、あちこちの蒸留所やブラジル最大のカシャッサ・イベン
ト『Expo Cachaça 』などカシャッサにまつわる場所へ頻繁に足を
運ぶようになった。その中でも特別な思い入れがあるのがミナス北
部の小さな街、サリーナスだ。街の周辺には 50 を超える大小たくさ
んの蒸留所があり、毎年 7 月には『Festival Mundial da Cachaça 
de Salinas』という祭典が 3 日間に亘り開催され、普段静かな街が
世界中のカシャッサ・ファンで溢れる。

サリーナスへ
　BH（ベロオリゾンテの
愛称）のコンフィンス空
港からミナス北部の街モ
ンチス・クラーロスまで 1
時間飛び、そこから更に
バスで 4 時間。もしくは
BH から Transnorte 社の
バスで北上すること 10 時間。バイーア州南部のポルト・セグーロと
ほぼ同緯度で、大西洋岸から 500km 内陸に位置する人口僅か 5 万
人の小さな街である。1 年を通して平均最高気温は 30℃前後の半乾
燥気候となっている。
　街の入口に小さなホドヴィアーリア（バス・ターミナル）があり、
その先がセントロ。ここでは Museu da cachaça （カシャッサ・
ミュージアム）を訪れておきたい。サリーナスの歴史やかつて使わ
れていたサトウキビの圧搾器やアランビック（蒸留器）などの展示
は必見。最後に試飲もできる。
　主役たるカシャッサの蒸留所はセントロには無く、遠く離れた起
伏豊かな大自然の中に点在する。ホテルは中心部にしかないので、
蒸留所を訪れる際にはタクシーをチャーターするなり足の確保は必
須である。さて蒸留所でまず紹介しなければならないのが北西部
Novorizonte の Fazenda Havana（ハバナ農園）だ。1946 年に
Anísio Santiago アニジオ・サンチアーゴという人物によって設立
されたのだが、彼こそがサリーナスを聖地たらしめた張本人である。

Anísio Santiago の Fazenda Havana
　かねてよりカシャッサは家庭で自家消費用として作られていた
が、アニジオは評判のよかった自分のカシャッサに農園名である

「Havana」と言うブランド名をつけ限定生産品としてバルク販売を
開始する。昔トラック運転手だった彼はバイーア南部や遠くの地域
にも元々知り合いが多く、シヴォレー・ロードマスターで遠方にも
赴き販売したため、瞬く間に Havana の名は知られることとなった。
そして 1960 年代には他のサリーナスの生産者も後に続くべくアニ

ジオから生産方法を学び、それぞれ好評を博していく。こうして元
来サトウキビ栽培に適した土壌、気候である事に加え、アニジオに
よる才覚と尽力で優良生産者がこの地に増えた事により、1970 年代
にサリーナスは地域全体のブランド化に成功したのである。その後
Havana は有名になり過ぎたことによりキューバ・ラムの Havana 
Club 社から訴えられ、2011 年まで“Havana”という名称が使え
なくなった（その間は『Cachaça Anísio Santiago』として販売）
のだが、結果として彼の名声を更に高める事になった。1990 年代に
入ると Pró-Cachaça と呼ばれる州の施策によりサリーナスを含め
たミナス全体でのカシャッサの生産者が増加、2001 年には APACS

（Associação dos Produtores Artesanais de Cachaça de 
Salinas) が設立され、サリーナスのカシャッサの地位は確固たるも
のとなった。

Havana に続いた名生産者たち
　『Havana』に続いた名カシャッサを幾つか紹介しておこう。
Novorizonte から更に北上した Nova Matrona にある『Canarinha 
カナリーニャ』はアニジオの甥、Noé Santiago が始めた蒸留所だ。
現在はその息子 Elton とファミリーが伝統的な方法で造り続けてい
る。ちなみに筆者のフェイヴァ
リット・カシャッサだ。個人的
にとても仲良くさせてもらって
いることを差し置いても、クオ
リティーの高さにはため息しか
出ない。
　そして 1960 年代に Havana
に 続 い た『Piragibana ピ ラ
ジ バ ー ナ 』 や『Asa Branca
アザ・ブランカ』、『Sabiá サ
ビアー』などの高品質生産者
の中でも最も有名なのが東部
に 位 置 す る『Seleta セ レ ッ
タ』であろう。サリーナスの
中 で は Novorizonte に あ る

『Cachaça Salinas カ シ ャ ッ
サ・サリーナス』と並ぶ生産量の大きさを誇り、Dorna と呼ばれる
巨大な木樽が並ぶ様は圧巻だ。日本でも買えるので是非「Seleta」
と「Boazinha」を比較試飲してカシャッサの最大の特徴とも言える
木樽のニュアンスの違いを感じて欲しい。

　さて先述の『Festival 〜 』は生産者の声を直に聞いたり、一度に
サリーナスのカシャッサを試飲できる貴重なイベントだ。ここでし
か入手できないレアなカシャッサもたくさんある。昼は蒸留所への
ツアー、夜は音楽ライヴも。初めてのサリーナスはこのフェスタを
お勧めする。

　最後になるが、そもそも「カシャッサとは何か？」等ご興味ある方
は是非「日本カシャッサ協会」や「カシャッサ・カウンシル・ジャパン」
の門を叩くことをお勧めする。また筆者の経営する Bar Blen blen 
blen ではサリーナス産を始め膨大な量のカシャッサを用意している
ので、是非気軽に足を運んでいただきたい。この素晴らしい蒸留酒
を 1 人でも多くの方と楽しくシェアできることを願ってやまない。

カシャッサの聖地
サリーナス

ブラジル現地報告B
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インバウンドガイド養成コース

！！「 ブラジルあれこれ 」！！

◆◆◆◆◆◆ 新刊書紹介 ◆◆◆◆◆◆

『新版 地図で見るラテンアメリカハ
ンドブック』

（O・ダベーヌ／F・ルオー著、太田佐
絵子訳）
欧州視点によるラテンアメリカ概説
本。著者はフランスの政治学博士。地
域的役割を越えて世界の中での居場所
を見つけようと苦闘しているラテンア
メリカについての便利なハンドブック
であるが、歴史の理解がなんとも表層
的だ。P154-157「ブラジルー脆弱な
グローバル・プレーヤー」では国連プ
ロパーの国際外交官ヴィエイラ・デ・
メロをブラジルの外交官と誤認したう
えでブラジル外交政策の一環として記
述している。お粗末な基本的ミスだ。

（原書房　2024 年 2 月　172 頁　3,200 円＋税）

『果樹とはぐくむモラル』（吉村竜著）
サンパウロ州ピラール・ド・スール
は州都サンパウロ市から西へ 140km
ほど入ったところに位置する、人口 3

万ほどの中堅都市。市人口の 3％ほど
を占める日系人の同地区への移住は
1945 年以降で、ブドウ、柿などの果
樹栽培に従事してきている。過去 70
年間に起こった市場のネオリベラリズ
ム化、日系農協の改廃・再編、柿の選
択といった事例を人類学的にフィール
ドリサーチした論考である。副題は「ブ
ラジル日系果樹園からの農の人類学」。

（春風社　2024 年 1 月　312 頁　4,400 円＋税）

季刊民族学 187
『特集 境界をゆきかう日系人』
中牧弘允「われら日系人、新世界と日
本社会をゆきかう」を巻頭論文として、
小嶋茂「「日系人」の変遷と nikkei の
意味」、アンジェロ・イシ「「終活」や

「総括」に挑む日本在住の日系人たち」、
河上幸子「三尾とカナダをめぐる移民
文化の資源化と次世代育成」、佃陽子

「南カリフォルニアの「日系企業城下
町」」などの論考が 11 本も収録され
ている。世界全体で 400 万人ほどと
みられる日系人が国境を越えて活躍し
ている諸相を複眼的に捉えている。

（千里文化財団　2024年1月 104頁　税込み2,750円）

『黒人の歴史』
（ネマータ・ブライデン他著、沢田博訳）
人類の「出アフリカ」から始まり、ガー

ナ帝国、ソンガイ帝国、マリ帝国、ヨー
ロッパ人の到来、大西洋奴隷貿易、ブ
ラジルにおけるキロンボ、逃亡奴隷の
抵抗、南北アメリカにおける奴隷制廃
止、米国における奴隷反乱、ネルソン・
マンデラと反アパルトヘイト闘争など
98 の物語が地図や図版とともに語ら
れている。黒人の歴史を総合的に扱っ
た本書を読むことでブラジルの歴史の
理解を重層的に深めることにもなる。
全体を捉えるには有用な一冊。

（河出書房新社　2023年7月　336 頁　5,400 円＋税）

『第二の人生＝流氷に乗って来た白
熊＋童話集』（有水博著）
民間企業でポルトガル語通訳 3 年、
外務省 17 年、大阪外国語大学教授
19 年、近畿大学教授 5 年という多彩
な人生を過ごした著者による回想録
第二弾。主に大阪外大時代の授業内容
や学生たちの事情、学会での発表、書
き上げた論文などについての短い文章
が続く。大学改革の結果、大阪大学が
大阪外大を吸収してしまった経緯への
批判も。後半部は童話風エッセイが 7
本収められている。貴重な体験の証言
集であるだけに文章が表層的なのが残
念だ。

（文芸社　2023 年 1 月　130 頁　600 円＋税）

　当協会主催で 1 月から 3 月まで実施された「インバウン
ドガイド養成コース（関西編）」に参加した。このコースは、
ポルトガル語の全国通訳案内士の資格を持っている人やこ
れから資格を取得してガイドの仕事をしたい人向けのコース
だ。
　京都、奈良、大阪の観光スポットを巡るという設定で、実
際にグループ客に対しガイドを行う際に必要となるポルトガ
ル語の表現を学んでいく。自身も現役のガイドとして活躍さ
れる協会事務局の池聡子さんによる臨場感あふれる課題設定
のおかげで、かなり実践的な内容となった。
　参加者は、ポルトガル語のブラッシュアップや資格取得に
向けた学習など、それぞれ目標を持って臨まれていた。筆者
の場合は、実際のガイドの仕事の際にブラジル人向けに説明
しているポルトガル語が、ブラジル人にとってすんなり受け
入れられる、理解し易いものであるかということを確認した
いという思いがあり、コースに参加した。
　例えば、日本の「神様」はどう表現したら、ブラジル人にとっ
て一番しっくりきてわかり易いのか、という様なことも授業
の中で議論した。「deuses」、「deidades」、「divindades」
とどれも正しい言葉だと思うが、どれが良いのか、ネイティ
ブの講師にコメントを求める。これまで、けっこう独りよが
りの表現を使ってきたことも多いと反省しており、その意味

で、有意義な授業体験ができた。

　話変わって、2 月 26 日に、東京都の主催でおこなわれた、
「通訳ガイド X 観光・人材関連企業マッチング交流会」に参
加した。本来は、ガイドが関連企業に対し売り込みをする場
であるが、そこに参加していた旅行代理店、人材派遣会社計
20 社ほどに、ポルトガル語ガイドの需要状況につき照会し
てみた。
　多くの会社が、ポルトガル語の案件を扱っていると答える
とともに、ガイドが見つからず、案件の実施を見送るケース
がかなりあると述べていた。現在最も関心があるのはポルト
ガル語ガイドの確保と述べていた企業もあった。
　最近は、特に春や秋のトップシーズンを中心に、それ以外
の時期も含め筆者のところにもいろいろな旅行会社から、仕
事の依頼がある。
　昨年 10 月以降、ブラジル人短期滞在者に対する査証免除
措置が取られており、その影響とも考えられるブラジル人旅
行者の増加が見られ、その傾向は今後も続くのではないかと
思われる。
　読者の皆様の中にもブラジル人をガイドしてみたいと思っ
ている人もおられると思う。この機会にチャレンジしてみて
はどうだろう。（MK）
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1. はじめに
　ブラジルにおいても、競争法（2011 年法 12529 号）
違反であるカルテルに関する捜査は継続的に行われてい
る（2021 年は 36 件、2022 年は 14 件の新たな調査が
開始された）。カルテルに関する調査及び訴追はブラジル
の公正取引委員会である経済擁護行政委員会（Conselho 
Administrativo de Defesa Economica。 以下「CADE」
という）が行う。CADEは、カルテルに対する行政手続や
リニエンシー契約に関して、その透明性を確保するため各
種のルールやガイドラインを制定してきたが、2023年 9
月に、「Dosimetria de Multas de Cartel」（直訳すると
「カルテルの制裁金分析」）という新たなガイドライン（以
下「本ガイドライン」という）を公表した。本ガイドライ
ンは、カルテルに対して課せられる罰則の決定方法の透明
化を図る目的で、2012年 1月から 2022年 12月までの
間にCADEによって下されたカルテルに対する罰則事例を
分析しまとめたものである。本ガイドラインは罰則のうち
主に制裁金の算定方法について規定しているが、どのよう
な制裁金が課せられ得るかは、カルテルが発覚した会社が
どのような対応を取るか（行政手続で争うか、リニエンシー
契約を締結するかなど）を検討する上で重要な指標になる。
本ガイドラインには法的拘束力はないものの、重要な指標
になることは間違いない。そこで、本稿では本ガイドライ
ンの概要を解説する。

2. カルテルに対する
　 制裁金算定のステップ

　カルテルに対する制裁金に関して競争法は、「カルテルの
対象となった企業活動分野における行政手続開始前の直近
の会計年度の違反者、グループ又はコングロマリットにお
ける総売上高の0.1％～ 20％の範囲内で決定される」と規
定している。かかる制裁金の算定について、本ガイドライ
ンは、CADEが一般的に以下のステップを経ていると指摘
している。
①行政手続開始前の総売上高及び適用される基準率の決定
②違反者の状況に応じた制裁金の加減要素の決定
③制裁金が法律上の範囲内か否かの検証

3. 行政手続開始前の総売上高及び
　 適用される基準率の決定

(1) 総売上高の決定
　本ガイドラインは、「違反者、グループ又はコングロマリッ
トにおける総売上高」に関して、原則として違反行為を行っ
た会社の売上高を基準とすること、つまり、グループ又は

コングロマリット全体の売上高を基準とすることは例外で
あると規定している。具体的な適用はケースバイケースで
判断されるが、本ガイドラインは、たとえば、売上高が非
常に少ないペーパーカンパニーを介してグループ会社全体
の利益になるような行為をした場合を例外事情としている。
　また、「行政手続開始前の直近の売上高」や「カルテルの
対象となった企業活動分野」（企業活動分野はCADEのルー
ルで 144に分類されている）についてもCADEが状況に
応じて別の形で適用していることに言及している。たとえ
ば、行政手続開始前の直近の売上高がない場合（すでに事
業停止しているようなケース）には違反行為が行われた最
後の年の売上高が基準とされることがあることや、国際カ
ルテルのケースで違反者がブラジル国内における売上高を
正確に把握していない場合にブラジルにおける売上高を推
量する方法に言及している。

(2) 制裁金の基準率
　カルテルに対する制裁金は算定基準額（上述の総売上高）
に一定の率を乗じることで算出される。本ガイドラインは
この率についても言及している。具体的には、入札カルテ
ルについては17％（最低14％）、ハードコアカルテルにつ
いては15％（最低12％）、その他の形態のカルテルについ
ては8％（最低5％）が基準となるとしている。
　その上で、本ガイドラインは、長期にわたり違反行為を
行っていた者は違反行為に限定的に参加した者よりも厳し
い処罰を受けることや、違反行為への関与の度合いが強い
違反者に対しては基準率が加重されることにも言及してい
る。たとえば、会議の日程調整や関連する文書の作成など
において重要な役割を果たしている場合が加重要因となっ
ている。実際に行為を実行した自然人に関しては、CADEは、
会社の株主や取締役などの重要な地位にいる者が一般の従
業員よりも強く関与していると判断している。その他の加
重又は軽減事由としては、違反者の善意（違反行為後にそ
の影響を最小限に抑えようとしたかなど）、違反者が得た又
は得ようとした利益、既遂か未遂か、消費者や市場への影
響の程度、違反者の経済状況（倒産手続中か否かなど）、再
犯か否かなどが考慮されている。

4. 制裁金が法律上の範囲内か否かの検証

　カルテルを含む競争法違反の行為に対する制裁金につい
て競争法はいくつかのルールを定めている。具体的には、上
述のとおり、「総売上高の0.1％～ 20％の範囲内で決定され
る」や取締役などについては「会社に課せられた制裁金の1％
～20％」などのルールである。制裁金は当然のことながら
競争法で定められたルールの範囲で決定される必要がある
ことを本ガイドラインは確認的に言及している。

カルテルに対する
制裁金算定ガイドライン 柏 健吾

（TMI 総合法律事務所
日本法弁護士現在ブラジルで勤務）

ビジネ
ス

法務の
肝

連載
　　　

　　

はじめに

　ブラジルでは 2021 年から 2022 年にかけて大幅な政策金利の上
昇が中央銀行より遂行されており、2023 年下期より暫時的に金利
の引き下げが実施されているものの依然として高水準で金利が推移
している。現地で活動する企業に対しては、特に資金繰りの面でマ
イナスな影響を及ぼしている。これを裏付けるように、2023 年の倒
産件数は前年比で 13.5% 増加しており、各社とも原材料などの仕入
代金を払ってから製品を販売して現金を回収するまでの期間を指す
キャッシュ・コンバージョン・サイクル（CCC）について細心の注
意を払っている。
　こうした背景のなか、KPMG Brasil では、ブラジル所在の 160
社に対する調査を実施し、14 のセクター（通信、食品、オイル＆ガス、
化学、教育、上下水事業、鉱業、リテール、ヘルスケア、コンシュー
マー、自動車、製造業、穀物、テクノロジー）における CCC の動向
について記載したレポートを公開した。本記事では、当該調査の内
容について簡潔に説明したい。

調査結果の概説

　上図は、2017 年から 2023 年第 1 四半期までの売掛金、在庫、買
掛金及び CCC の平均日数を示したものである。全体として、パンデ
ミック期間中となる 2020 年及び 2021 年は平均日数が増加したもの
の、パンデミックが終息に向かった 2022 年以降は（在庫を除き）パ
ンデミック以前の水準に回復している。
　売掛金については、2023 年第 1 四半期においてはパンデミック以
前より日数が減少しているが、理由として、経済の不透明感や金利
の高止まりにより、企業による顧客への与信枠の条件の引き締めが
主要因として挙げられる。
　在庫は未だパンデミック以前の水準までに完全に回復しておらず、
企業の売上減少による滞留に加え、一部セクターにおいて引き続き
サプライチェーンの回復が遅れていることにより、原料不足リスク
を回避する目的での在庫積み増しが主要因として考えられる。
　買掛金の日数減少は、売掛金と同様、経済の不透明感や金利の高
止まりにより、仕入先からの支払条件の引き締めが主要因として挙
げられる。加えて、パンデミックによるサプライチェーンの混乱を
経験したことによって、多くの企業は海外調達も視野に入れたサプ
ライヤーの多様化を模索していることも一要因と考えられる。

セクター別の動向

　次に、セクター別の CCC について参考までに一部掲載する。全体
的にセクターによって平均日数が大きく異なっており、セクターの
ビジネス環境や商慣習によって大きく左右されると考えられる。

運転資本改善のための施策

　企業の運転資本の改善のための施策を考える際、企業が置かれて
いるビジネス環境やセクターの商慣習及び状況を勘案しつつ検討す
る必要があると思われるが、一般的に考えられる改善策について下
記に紹介したい。
　売掛金に関して、未入金の効果的な回収が重要と言える。そのた
めには、支払の履歴とリスクに基づいて顧客を分類し、支払い延滞
を繰り返す顧客に対しては、請求書の支払期日前にリマインダーす
る等、積極的に対処する。また、滞納を繰り返す顧客に注力し、期
日通りに支払ってもらうためのインセンティブを与えることが考え
られる。さらに、顧客との取引条件を交渉するにあたり、営業及び
財務部門の意見を取り入れた社内ポリシーを策定することが大切で
あると言える。
　買掛金について、サプライヤーへの支払い日を統一する等、プロ
セスを効率的に進めることが考えられる。また、資材部に対しては
サプライヤーとの交渉を行うための社内ポリシーの策定、各社と締
結中の契約書を条件ごとやサプライヤーカテゴリーごとに管理する
ツールの導入、競合他社とのベンチマークの実施を実施することで
自社のギャップを認識し適切な対応を講ずる、といった対策が考え
られる。
　上述の改善策に加え、当該改善策が適切に検討・運用されているか
を確認することも重要であり、これらの改善策の効果を計るための
KPI の設定及びモニタリングを実施することが必要であろう。また、
社内におけるキャッシュマネジメントに関する意識を醸成するため、
運転資本に係るプロセスを担当する役員を選定することや、優れた
財務規律をもたらしたマネジメントやメンバーにインセンティブを
与える、といった施策も一考の余地があると言えるだろう。

最後に

　先に触れた通り、ブラジルはキャッシュマネジメントがことさら
重要な国と言える。政策金利は引き下げの方向に向かっているもの
の、今後の経済状況によっては再度引き上げへと舵を切る可能性も
排除できず、企業にとっては予断を許さない状況である。また、サ
プライチェーンの混乱が今日においても完全な解消には至っていな
いなか、増加する倒産件数は企業にとって顧客・サプライヤーの両
面でのリスクを増加させる要因となっている。当地で展開する企業
においては、取引先の財政状況に気を配りつつ、自身のキャッシュ
マネジメントの改善に向けた施策を講じることが事業を強靭化する
重要な一手と言えるだろう。

参照：Seu Capital de Giro está Trabalhando Bem o Suficiente? - KPMG Brasil

  連 載 ★勘どころ 〜税務＆ホットトピック〜

ブラジルにおける
キャッシュ・コンバージョン・
　　　　　サイクルの動向 天野義仁

（KPMG
ブラジルジャパン

デスク責任者）

三上智大
（KPMG ブラジル

ジャパンデスク
マネージャー）

フランシスコ・クレメンテ
（KPMG ブラジル

アドバイザリー
パートナー）

2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023/1Q

売掛金の平均日数 37 35 35 41 35 32 31

在庫の平均日数 54 55 59 61 66 60 62

買掛金の平均日数 55 55 60 68 60 53 51

CCCの平均日数 36 35 34 34 41 39 42

2023年第1四半期 全業種平均 食品 鉱業 化学 リテール 自動車 製造業

売掛金の平均日数 31 20 28 47 61 53 63

在庫の平均日数 62 49 91 56 106 83 109

買掛金の平均日数 51 49 59 31 93 47 49

CCCの平均日数 42 20 60 72 74 89 123
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『ムイト・プラゼール』の見どころ
　2022 年に公開された社会派短編映画

『ムイト・プラゼール』は、在日ブラジル
人の教育現場における生徒や関係者たち
の葛藤・苦悩の現実を在日コリアンの監
督が映像化した、ノンフィクションに近
いドラマ作品である。ストーリーは、都
内の高校の「国際交流部」の部員たちが

“善意の国際交流”の相手として在日ブラ
ジル人高校生の教育現場（ブラジル人学
校）を選択したところから始まる。遠足
気分でノンシャランな部員たちは、彼ら
が出会った在日ブラジル人高校生たちの
厳しい境遇を知って動揺し、悪意ない発
言「日本語お上手ですね」が如何に差別
的な発言であるかを、彼らからの激しい
反発をくらって、ようやく認識する。この”
国際交流”という部活の顧問・金本先生
が在日コリアンであることもこの映画の”
目玉”であり、彼女が自分自身の体験も
交えながら彼らと語り合っていくシーン
は、素直に観客の心を揺さぶる。脚本・
編集・監督すべてを担ったパク監督とい
う総合コーディネーターの力量のおかげ

で、映画出演は初めてという素人俳優た
ち（ブラジル人学校の在校生や卒業生）
の演出技量は想定以上であったと断言し
てもよい。
　この佳作は、いくつもの映画祭で入賞

（SKIP シティー D シネマ国際映画祭短編
観客賞、フィラデルフィア・アジアアメリ
カン映画祭入選など）したことからわか
るように、玄人筋からは高い評価を受け
た。商業的公開にあたっては、歌手クリ
スタル・ケイ、小野リサ、マルシアといっ
た方々からコメント、推薦の言葉をいた
だくことができたが、観客動員数は限定
的になってしまったのはなんとも残念で
ある。
　在日ブラジル人子弟の教育状況をいさ
さか承知している当方としては、この作
品をより多くの人たちに知ってほしいと
考え、忙しい朴監督のスケジュールの合
間をみて 1 時間半ほど話を伺った。

朴監督とのインタビュー要旨

Q（編集部）:2022 年から 2023 年に
かけて池袋、大塚、栃木、愛知、大阪、

神戸、横浜などの名画座やミニシアター
で一般公開されたが、反響は如何であっ
たか。

A（朴監督）:元々は商業公開を想定していなかったが、映画関係者からの
熱心なお誘いもあって商業公開すること
にした。ただ、本作は31分の作品なので、
これだけでは時間的に短すぎるため、こ
の映画の企画から制作までコミットして
くれたヒデキさんとのインタビュー編を
作成し、計1時間の作品として上映した。
　池袋では 200名以上、横浜でも 100
名ほどの観客が本作を見てくれたが、地
方では数十人に満たなかったりと、観客
動員という点では厳しかった。また、自
分としては、多くの在日ブラジル人の方々
に見てほしいと思っていたが、この点で
も限定的になってしまった。

Qこの作品は、監督が脚本を書いたう
えに制作費はすべて自費で賄われた

と聞いたが。

Aその通りだが、出演者は皆ノーギャ
ラでやってくれたので、出費は交通

費、レンタカー代、機材代などの実費だ
けで済んだ。撮影は群馬県のブラジル人
学校で行ったが、前日から合宿のように
泊まり込んでキャスト同士の交流をやっ
てもらってからリハーサルに臨んだりし
たので、低コストで制作できた。

Q脚本は監督ご自身で書かれたが、撮
影中にアドリブに切り替えたりは

あったのか。

A私がパナソニックの映像制作講座の
講師として働いた時、初めて在日ブ

ラジル人と知り合い、彼の縁でこの映画
の実質的監修者といえるヒデキと意見も
情報も深く交換することとなり、そこで
学んだことを脚本化した。実際の撮影現
場では、アドリブも結構採用したりした
が、概ね脚本の通りに映画化した。その
意味では、出演者全員による共同制作に
近いといってもよい。

Q在日コリアンの朴監督からみて、在
日コリアン社会と在日ブラジル人社

会の共通点や相違点はどう思われるか。

A在日外国人という点では共通だが、
歴史の長さが違うこともあるのだろ

うが、在日ブラジル人たちは在日コリア
ンと比べると、日本社会とのつながりが
少ないように思う。もっとも、在日コリ
アンである私自身、在日コリアン団体と
か関連協会とかとの関係は全くないし、
在日コリアンの友人も少ないので、在日
コリアンという意識はあまりない。むし
ろこの短編映画を制作したおかげで、様々
な社会的弱者の人たち、ろうあ学校、知
的障害者施設などへの関心が深まった。
実は、自分では初めての在日コリアン社
会を扱った作品を制作中だ。

Q今後の商業公開の予定は？　また
DVD 制作が決まっていると聞いて

いるが？

A2024年度は映画館での公開は今の
ところ予定していない。

　DVDは制作中で、販売、配信開始は
5月 3日（金）の予定である。配信サー
ビスが決定しているところは、UNEXT、
ビデオマーケット、Amazon、HULU、
FOD、JCOM、である。
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　「ブラジルは子育てがしやすい」
　サンパウロに赴任した2年前、同僚や知人から幾度となく
そう言われた。治安が悪いイメージが強かったため半信半疑
だったが、今はその意見に強くうなずいている。
　子どもは3歳半と1歳半。妻と育児でてんやわんやの日々
を過ごしているが、そんな私たちの強い「味方」になってく
れるのが、ブラジルの人たちだ。
　一番助かるのは、子連れでレストランを利用する時。店員
が笑顔で子ども用の椅子とお絵かきセットを用意してくれ
る。ちょっとした高級店でもだ。子どもが騒げば、隣の席の
客が手を振ってくれたり、「ボニチーニョ（かわいい）」と言っ
て頭をなでたりしてくれる。
　コーヒー店で子どもを抱っこしていると、全身タトゥーだ
らけの若い男性店員が変顔であやしてくれたこともある。私
が住むマンションの管理人は大人には無愛想だが、子どもに
は満面の笑顔を見せる。フェイラ（市場）では、ベビーカー
で寝ている子どものケープを外してのぞき込むお年寄りまで
いた。これには少しだけ閉口したが……。
　ブラジルで子どもは、「神様の贈り物」だとされる。知り
合いのブラジル人はこう語る。「社会全体で子どもを育てる
意識が強いんだ。そんな環境で育っているから、ブラジル人

が子どもに優しいのは当たり前だよ」
　翻っての日本はどうか。
　昨春、スープ専門店の「スープストックトーキョー」が赤
ちゃん向け離乳食の無料提供を始めると発表したところ、「赤
ちゃんを優遇している」などと批判的な声がネットを中心に
高まった。また、満員電車では子どもの泣き声に周囲から舌
打ちが聞こえたなどの話も枚挙に暇がない。
　2022年の日本の合計特殊出生率は 1.26。1947年以降
の統計で、過去最低と同水準に落ち込んだ。様々な要因があ
るが「社会全体で子どもを育てる」意識が広がらないと、少
子化はますます悪化するだろう。
　だが、出生率で見るとブラジルも同じ悩みを抱えている。
肌感覚だと、紙オムツや玩具の値段は日本の1.5倍。公立学
校は無料だが教育レベルの低さが指摘されるため、中流世帯
以上は日本よりも学費が高い私立に子どもを通わせる。子ど
もに優しいブラジルだが、子育てにかかる費用の高さは、決
して優しいとは言えない。2021年の出生率は、近年では最
低となる1.64だった。
　若い世代が子育てをしたいと思える真の国の姿とは。時々、
そんなことを考えさせられる。

ブラジルは子育てがしやすい

ジャーナリストの旅路

軽部理人
（朝日新聞サンパウロ支局長）
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　2020年の 2月初旬、私は留学のためにブラジルのク
リチーバへと旅立った。それは私にとって、初めての海外
での長期滞在となる予定だった。しかしコロナウィルスに
よるパンデミックの影響で、大学から帰国指示がでてし
まい、2か月の滞在となった。実際に授業が始まるのは3
月だったが、生活に慣れるため、またカーニバルのために
早い段階からクリチーバに滞在していた。準備期間として
考えていた1か月が、私のブラジルでの生活の半分を占
めることとなり、かつパンデミックによる閉校があったた
め、私の学生生活はわずか1週間であった。
　そのわずかな期間にあっても、大学生活の中で日本との
違いを多く感じた。一番初めに気付いたことは、授業時
間の幅の広さだった。一番早い授業は朝の8時に始まり、
遅い授業だと22時を過ぎるものもあった。ブラジルとい
う国に対しては時間におおらかな印象を抱いていたことも
あり、最初は授業開始時間の早さを意外に思ったが、学生
たちと交流をする中で、働きながら学ぶ学生が多いからだ
と気が付いた。自分の生活に合わせた履修を組めることが
影響しているのかはわからないが、年齢層も幅広かった。

　またその大学の学食は、学生以外も利用することができ
るのだが、その大学の学生証を提示すると半額以下の価格
で食べることができた。メインのおかず以外はバイキング
形式のランチで、日本円にして、なんと40円。朝昼晩の
3食すべてを学食で食べても100円程で食べられること
に大変感動した。
　授業については1週間しか受けていないため、正直な
ところ違いを感じるほど気付きを得ることはできなかっ
た。ただどの学生も本当に親切にしてくれ、英語を勉強し
ている学生は積極的に英語を使いながらポルトガル語を教
えてくれた。私が英語で話しているのにポルトガル語の単
語が出てきてしまった時には、「Portugish（Portuguese
と English を組み合わせた造語）は私もよく話してしま
うよ」と言いながら私との会話を楽しんでくれていた。
　決して長くないブラジルでの学生生活ではあったが、ブ
ラジルならではの生活を体験することができ、とても濃い
2か月間を過ごすことができた。帰国してから4年経つが、
またブラジルに行きたいとの思いは日に日に濃くなってい
る。

ブラジルでの学生生活 加藤七海（元ブラジル留学生）短編映画『ムイト・プラゼール』の
　 朴 正一監督に聞く『ブラジル特報』編集部
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　サンパウロ在住作家の醍醐麻沙夫さん（本名、広瀬富保）が 3
月 20 日逝去された。享年 89。醍醐さんは、開高健のブラジル
釣り紀行『オーパ』（初版 1978 年）の仕掛け人＆現地案内人と
して有名になったが、純文学タッチで書かれた醍醐初期作品群を
通じてブラジル日本移民の歴史を学んだ筆者としては、ミュージ
シャンから画廊経営や日本語教師、さらにはフッコ（スズキ）釣
り専業を経て作家に転進した醍醐さんの人生の軌跡を振り返るこ
とで哀悼の意を表したいと考えるものである。

府中にて

　2015 年 12 月某日、府中刑務所のすぐ近くにある某大学に出
かけることになった。その大学を含む三大学共同の「世界展開力
強化事業」という中南米留学制度に関する打合せのためであった
が、ミーティングが終わって、ヒルメシでもということになって
正門前の寿司屋に入った。年末で仕事納めの日でもあったので、
ビールもたしなみながらブラジルに関して歓談していたら、店の
オヤジが“参入”してきて、座がさらに盛り上がることになった
のだが、その時、オヤジから、いきなり“ヒラノウンペイ”の話
が出て面食らってしまった。
　いうまでもなく平野運平は、1908 年の笠戸丸移民に付き添っ
た通訳 5 人男（全員東京外語スペイン語卒）の一人で、民間の
日本人植民地としては第一号の平野植民地を苦闘の末切り開いた
が、志半ばにして 34 歳で病没した先駆者だ。ブラジル日系移民
史において必ず語られる快男児であるが、寿司屋のオヤジが何故、
平野について知っていたかというと、醍醐麻沙夫『森の夢』と北
杜夫『輝ける碧き空の下で』を読んだからであった。

佳作『森の夢』
（サンパウロ新聞社1979 年、冬樹社1981年）

　この寿司屋のオヤジが語った『森の夢』は、開高健のアマゾン
現地案内を終えてから醍醐さんがサンパウロ新聞に連載した中編
小説である。通訳 5 人男のなかで唯一日系移民達から信頼され、
入植地での脱耕問題を切り抜けた平野運平が、1915 年 8 月、希
望者を募ってリンス近郊（サンパウロ市から北西約 400km）の
湿地を開墾して平野植民地を開設したものの、初期段階でマラリ
アにやられ入植者の半数以上が亡くなる、という実際の悲劇的史
実に沿ったドキュメンタリー小説である。その写実的といえる文
体で書き綴られた平野運平の壮絶な生き様に多くの読者は心打た
れたのであった。
　筆者もこの『森の夢』初版本を入手して夢中になって読み進ん
だことで平野運平という人物を知ることが出来たのだが、長編二
部作『輝ける碧き空の下で』を書き上げた北杜夫も高く評価して
いる。そのあとがきの結語部分を引用してみよう。

　「（『森の夢』は）平野植民地についての、最初の克明なドキュメ
ント小説である。平野植民地については他に少量の資料しかない
ので、私はこれを大幅に借用せざるを得なかった。また『森の夢』
がすぐれた小説であるだけに、或る部分はその描写を乗り越える
ことができず、どうしても模倣してしまったというのが実状であ
る。それを快く許してくださった氏に厚く感謝を捧げる。」

ミュージシャン、画廊経営、
専業釣り師から作家へ

　学習院大学文学部で美学を専攻した醍醐さんの学生時代は、銀
座でクラリネット奏者というアルバイトや安保反対のデモ参加な
どで忙しい日々を過ごしていたが、卒業後すぐブラジルへ移住す
る。楽器ならなんでも OK というセミプロ級の腕前のおかげで、
サンパウロではジャズピアニストとして生計を立て、サンバもボ
サノヴァも自在に対応していた数年間の後、玩具輸入商社の営業
マンもやれば、画廊やファッション店経営でにわか成金になった
りしていた時、出会ったのが、創刊間もない移民文芸雑誌「コロ
ニア文学」であった。文学に開眼し作家に転進してからは、ミュー
ジシャン体験を小説化した『夜の標的』（1975 年直木賞候補作）や、
営業マン時代を小説化した『「銀座」と南十字星』（オール読物新
人賞受賞）などの中間小説から移民小説、推理小説、ノンフィク
ション、釣り紀行、エッセイ集まで精力的に書き続けることとなり、
のべ 20 冊以上の本を刊行している。

デジタルサイト「ブラジル移民文庫」は
貴重な知的遺産

　晩年の醍醐さんが、心血を注いだのは日系移民史、特に戦後の
カチマケ抗争の記録であり、デジタルサイト「ブラジル移民文庫」

（改訂版 2012 年）の開設、入力、改訂であった。このデジタル
ライブラリーには、ブラジル史、移民史、コロニア小説選集、芸
能史関連など 160 点もの絶版本や雑誌が収
録されており、極めて貴重にして有用な知
的遺産である。か
つては戦前移民一
世 か ら「 農 業 移 民
の苦労を知らない新
移民」と揶揄された
醍醐さんだったが、
ブラジル日系移民に
関する濃密なデータ
ベースを一人で構築し
た。この偉業を我々は
忘れてはならない。合掌。

連載 文 化 評 論
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追悼：醍醐麻沙夫さん
ジャズピアニストから作家へ、
ブラジル移民史の“語り部”
岸和田仁（『ブラジル特報』編集人）
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ニッケイ新聞より
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